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研究成果の概要：  イネ科植物の分げつ数は、分げつ芽の形成とその伸長の 2段階で制御され
ており、その分子的メカニズムの解明は多収性育種に大きく寄与するものと期待されている。

本研究では、ABC タンパク質 OsABCG5(Rcn1)が分げつ芽の伸長に必須であることを分子遺伝学的

に証明した。また、Rcn1 と Rcn4 が腋芽伸長抑制植物ホルモンのストリゴラクトンとは独立の

経路で機能することを遺伝学的に証明した。 
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１．研究開始当初の背景 
高牟禮（分担者）らにより6種の異なる原因遺伝

子rcn1、rcn2、rcn3、rcn4、rcn5、rcn6の関与する

少分げつ突然変異体が作出されていた。これら

の変異体は、低温条件で少分げつとなる温度感

受性のrcn1、rcn4、rcn5と温度に関係なく少分げ

つとなるrcn2、rcn3、rcn6の2群に類別される。い

ずれの変異体においても分げつ芽の伸長抑制

が原因で少分げつとなる。低温条件では、rcn1

変異体の表現型がもっともシビアで、分げつは1

~2本程度でかつ穂を含め植物体全体のサイズ

も小さくなる。また、2重劣性変異体の低温条件

の表現型から、rcn1がいずれの変異遺伝子より

上位的に作用することが示唆され、少なくとも一

部は重なるパスウエイに関わることが予測されて

いる。本研究では、分げつ芽の伸長に関わるタ

ンパク質をコードすると予測されるこれら６種の遺

伝子をマップベースクローニングし、同定される

遺伝子の発現ステージ、器官、組織とタンパク質

の細胞内局在を明らかにすることで機能を予測

し、形質転換体の作出による遺伝子・タンパク質

の分げつ芽の伸長における機能を証明する。 
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２．研究の目的 
分げつ芽の伸長が抑制されるために少分げつと
なるイネの温度感受性変異体 3 種の原因遺伝
子 rcn1、rcn4、rcn5 と温度非感受性の突然変異
体 3 種の原因遺伝子 rcn2、rcn3、rcn6 を単離し、
その遺伝子・タンパク質の機能を解明することで、
既報の分げつ関連遺伝子・タンパク質との関連
を考察し、イネ科作物の分げつ形成の分子的基
礎の理解を深め、分子育種への基盤を築くこと
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) Rcn1の候補遺伝子の遺伝子組換えによる機
能同定(相補性検定) 
(2) Rcn1 遺伝子のノザン法と RT-PCR 法による
発現解析 
(3) Rcn1 mRNA の in situ hybridization 法による
局在解析 
(4) RCN1 タンパク質の免疫染色法による細胞内
局在解析 
(5) rcn1 と d3の二重変異体の評価による相互作
用の解析 
(6) rcn4 と d10 の二重変異体の評価による相互
作用の解析 
(7) Rcn2, Rcn3, Rcn4, Rcn5, Rcn6の詳細マッピ
ング 
 
４．研究成果 
(1) Rcn1は ABC タンパク質 OsABCG5 をコード
した 
(2) Rcn1は分げつ芽の他冠根原基、種子根と冠
根の中心柱および内鞘で発現した 
(3) Rcn1 はストリゴラクトンの受容に関わるとされ
る D3 とは独立に作用した 
(4) Rcn4 はストリゴラクトンの合成に関わるとされ
る D10 とは独立の作用した 
(5) Rcn2から Rcn6の 5 種の SSR マーカーによ
る遺伝地図を作成した 
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